
・ chemSHERPA（ケムシェルパ)について  

chemSHERPA（ケムシェルパ）とは 
   （Chemical information SHaring and Exchange under Reporting Partnership 
      in supply chain）. 
  ・登山時の案内役や荷物運搬を担うシェルパ sherpaに、化学を意味するchem-を付けた 
       造語で製品含有化学物質の情報伝達を託す意味。 
 

    ・欧州のREACH規則に適切に対応するために化学物質情報授受について、 
       国際標準（IEC62474）に準拠したサプライチェーンにおける、新たな製品含有化学物 
   質情報の伝達スキームが「chemSHERPA」（ケムシェルパ）です。 
 

  ・この伝達スキームを共通利用することで、情報を提供する側および情報を受け取る側の 
       双方の作業負荷低減になり、最近では情報伝達の9割以上がケムシェルパ方式になって 
       いるという。 

製品含有化学物質の情報伝達共通スキーム 
       （含有化学物質情報の記述シート 情報の伝達） 

chemSHERPAには 
  化学物質・混合物を供給する原材料企業向けのchemSHERPA-CI (CI:Chemical Information) 

   （化学品データ作成支援ツール）と 
    成形品を供給する企業向けのchemSHERPA-AI (AI:Article Information) 
    (成形品データー作成支援ツール)の2種類があります。 

chemSHERPAの集計・複合化とは 
      ・川上企業である原材料メーカーでは化学品、混合物の成分情報をchemSHERPA-CIに 
    記載して川中・川下企業に情報を伝達します。 
 

     ・川中企業では原部品、サブアセンブリの製品情報をchemSHERPA-AIに成分情報を記載 
        します。 
 

     ・この時、サブアセンブリにて複数部品採用の場合は川上企業のchemSHERPA-CIや 
    複数の原部品情報のchemSHERPA-AIを集計・複合化して一つのchemSHERPA-AIと 
        して川下企業へ情報を伝達します。 
 

  ・川下企業では完成品の成分情報をサプライチェーンにて伝達された情報を基に一つの 
   chemSHERPA-AIにまとめることになります。 
 

   この一連の作業をchemSHERPAの集計・複合化と称します。 

関連略語 

   ・AIS (Article Information Sheet) 
     製品含有化学物質情報を伝達するための基本的な情報伝達シート 
 ・EAR (Export Administration Regulations ) 
           米国輸出管理法の再輸出規制  
                また、米国以外の国から第三国へ再度輸出する時にも適用  
 ・ECHA (European Chemicals Agency） 
               欧州化学品庁(REACH規則のフ予備登録や登録業務を行う機関) 
 ・JAMP (Joint Article Management Promotion-consortium)  
               アーティクルマネジメント推進協議会(chemSHERPAの普及） 
 ・SVHC (Substances of Very High Concern)  
              高懸念物質（ECHAが特に注視している物質） 

注）本記載内容は各規制等を理解する為の参考文章です。 
  正式な文章は、それぞれの原文を参照して下さい。 


